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第２節 人口推計

１．推計条件

〇基準値：令和 4（2022）年 1 月 1 日時点の住民基本台帳人口

〇合計特殊出生率：直近値（令和 2（2020）年）1.10 のまま一定で推移

〇移動率（数）：平成 28（2016）年から令和 3（2021）年までの５年間の地区ごとの移動率 （※1）を基準として一定で推移

※1 移動率は、死亡による影響を除いた人口変化を移動数としてみなして算出

２．推計結果
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２．人口の将来展望

〇基準値：令和 4（2022）年 1 月 1 日時点の住民基本台帳人口

〇合計特殊出生率：令和 22（2040）年までに直近値 1.10 から直近の多摩 26 市最上位値 1.37 まで上昇し、その後一定で推移

〇移動率（数）：平成 28（2016）年から令和 3（2021）年までの５年間の地区ごとの移動率（※1）を基準とし、以下の転入促進お

よび転出抑制を見込んだ場合

転入：毎年 40 世帯 90 人 転出抑制：毎年 65 人（「青梅市移住・定住促進プラン」に掲げる目標値）
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